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固体触媒は、触媒/生成物の分離や触媒再使用・再生が容易、耐熱・耐酸化性に優れる等の利点に加えて、必要な機能を

固体触媒表面上に集積することも可能である。我々は、ナノサイズ酸化物や合金を含む金属ナノ粒子等の特長を巧みに利

用して複合機能固体触媒を設計し、固体触媒ならではの種々の新奇脱水素酸化反応の開発に成功している。例えば、担

持 Au ナノ粒子触媒による広範なアミンの α 位の選択的酸化的官能基化、Pd や Ni ナノ粒子触媒による環状脂肪族基質

の脱水素芳香環形成反応等のいくつかの未踏反応を固体触媒で実現してきた。本講演では、これらの詳細や我々の考え、

またいくつかの最近の研究例（未発表知見も含む）について紹介する。 
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問合せ先： 浦口 大輔 教授（uraguchi@cat.hokudai.ac.jp） 
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